
 

 

 

ディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与に関する方針） 

 

宮崎大学大学院教育学研究科教職実践開発専攻（専門職学位課程）では、所定の期間在籍し、本専攻の

教育目標に沿って設定された授業科目（共通領域科目、コース科目、教育実習科目、目標達成確認科目）

を履修して修了要件の基準となる単位を修得し、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及

び卓越した能力として、以下のような資質・能力を獲得した者について修了認定し、教職修士（専門職）

の学位を授与する。 

【学部新卒既卒学生】 

教職としての高度の実践力・応用力を備え、地域に根ざす学校づくりの有力な一員となり得る新人教員

としての資質・能力 

１．使命感・倫理観 現代の学校のおかれた状況の中で、教員の在り方を全体的に理解できる。 

２．学校・学級経営 
学校や学級という組織の在り方について、地域や保護者・他機関等の対外的

な関係も含めて総合的に理解できる。 

３．子ども理解 
生徒指導上の問題をカウンセリングの視点から理解し、問題解決に向けた適

切な指導計画を作成できる。 

４．授業力 
自己や他者が行った授業の実践記録に基づいて、授業内容や指導方法を検討

し、改善案を作成し授業を再構築できる。 

【現職教員等学生・現職管理職学生】 

教職としての高度の実践力・応用力を備え、地域や学校における指導的役割を果たし得る教員に必要不

可欠な確かな教育理論を備えたスクールリーダーとしての資質・能力 

１．使命感・倫理観 
現代の学校教育がかかえる諸課題を理解し、教育実践者としての自己を反省

的にとらえるとともに、他の教員をリードする形で教員資質の改善ができる。 

２．学校・学級経営 
学校や学級の実情や特性を把握し、適切な学校や学級の経営プランを立て、

その実施に当たって指導的な役割を果たすことができる。 

３．子ども理解 
生徒指導上の問題の発生予防や、児童生徒の問題行動をカウンセリングの視

点から理解し、関係職員や関係諸機関との連携等も含めて指導できる。 

４．授業力 
自己だけでなく、同僚職員も含めた組織的な授業改善を積極的に推進し、学

校の教育目標の達成に貢献できる。 

 

 


